


































5月 6月 7月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月（予定） ３月（予定） 合計
日数 1 3 1 2 4 3 3 2 2 21




















































学生 6 名 教員１名 































日時：６月 29 日（土） 
参加者：約５０名 
















場所：笠岡市真鍋島 主催：NPO 海作り海社 














日時：１０月 13 日（日）14 日（月） 
参加者：６０名 





































（10）初めて体験の旅 in 神戸 
場所：兵庫県神戸市周辺 
日時：12 月 21 日（土）22 日（日） 
参加者：子ども 12 人 保護者 2 名 











① 電車体験 JR 普通電車 快速電車 新幹線 阪神電車 阪急電車 山陽電鉄  
     神戸市営地下鉄 ケーブルカー ロープウエイ 切符の購入 
② 防災学習 阪神淡路大震災記念 人と防災未来センター 
③ 産業学習 アサヒ飲料明石工場見学（三ツ矢サイダーの製造工程） 
④ 自然学習 須磨水族館 
⑤ 宿泊体験 神戸市立自然の家 
⑥ 調理体験 夕食寄せ鍋作り 朝食サンドイッチ作り 



















 現在、人口が確実に減少している地域であり、頼みの綱は移住者と言えるがここ 7 年希
望者がない状態が続いている。子どもの人口も少なくなり、小中学校の廃校も取りざたされ
ている。その中で島に関係する関係人口（島を訪れる人）としての学生が求められていると
感じている。学生をよそ者として捉えてはいるが、島に対して必要なものとして考えるよう
になってきている。高齢者の多い住民と年齢差のある若い学生との交流が、島では求められ
ている。若い年代との触れ合いが、確実に高齢者に元気をもたらしていると感じる。ただ、
子どもたちとは異なる特性もあり、交流の方法や場所が難しく、今後の大きな課題である。 
学生にとってこの活動は、まったく見ず知らずの人たちと出会い、人間関係をつけること
から始まる。訪問者から、一緒に行事を運営したり、新しいことに挑戦したりする関係者へ
と変わっていく。その中で、島の方と意見が分かれる難しい場面なども経験し、成長してい
くことができたと思う。大学では決して学ぶことのできない、社会福祉を仕事とする上で必
要な経験でもある。今後も先輩から後輩へこの体験の場を受け続いて行って欲しい。 
 結論として、島で活動することが、島の住民、島を訪れる人、学生、子どもそれぞれの人
間関係の形成につながっている。人口の減少、産業縮小によって過疎化の進む中山間地にあ
って、ソーシャルキャピタル（信頼ある人間関係）を豊かにすることは至上命題と言える。
社会福祉学を学ぶものとして、その知識が活かせる場でもあり、今後とも学生と共に関わっ
ていきたい。 
 
